
本会は皆様からの寄付金のみで活動しているＮＰＯ法人であり、現在公的資金（税金）はいただいておりません。

す
る
た
め
借
金
す
る
住
民
も
い
る
と

か
。
そ
の
理
由
を
聞
け
ば
、
現
世
で

施
し
な
ど
の
良
い
行
な
い
を
す
れ
ば
、

来
世
は
幸
せ
に
な
れ
る
と
信
じ
て
疑

わ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
現
在
貧
し

い
の
は
、
前
世
の
行
な
い
が
良
く
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
も
言
う
。

　
そ
う
い
え
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
見

て
い
る
と
、
物
乞
い
に
お
金
を
恵
む

こ
と
が
多
い
。
こ
れ
も
、
現
世
で
徳

を
積
む
こ
と
が
来
世
の
幸
福
に
繋
が

る
と
信
じ
て
の
行
為
だ
ろ
う
か
？

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
仏
教
は
国
民
生
活
に
密
着
し
て
お

り
、
仏
事
は
勿
論
の
こ
と
、
結
婚
式

も
建
物
の
起
工
式
・
完
成
式
も
、
事

あ
る
度
に
僧
侶
が
登
場
す
る
。
九
月

の
旅
で
も
、
校
舎
や
井
戸
の
贈
呈
式

で
お
坊
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、

感
謝
し
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
盆
は
と
て
も
長
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　　    
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

　理
事
長

　根 

岸

　恒 

次
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カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
盆
は
と
て
も
長
い

　
仏
教
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
宗
教

行
事
を
大
切
に
し
て
い
る
。
特
に
お

盆
の
行
事
は
、
年
中
行
事
の
中
で
も

最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
私
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
滞
在
中
暮
ら
し

て
い
る
ア
パ
ー
ト
の
近
所
に
も
お
寺

が
あ
っ
て
、朝
（
と
い
う
よ
り
深
夜
）

の
四
時
頃
か
ら
拡
声
器
を
使
っ
て
大

音
量
の
お
経
や
声
明
が
流
れ
始
め
る
。

日
本
な
ら
安
眠
妨
害
で
訴
え
ら
れ
そ

う
だ
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
一
言
の

文
句
も
言
わ
ず
早
朝
か
ら
お
経
を
聞

い
て
い
る
。
文
化
の
違
い
か
信
仰
心

の
表
わ
れ
か
。
仏
教
徒
で
は
な
い
私

に
は
、
良
い
目
覚
ま
し
時
計
に
な
っ

た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
話
し
で
は
、
小

さ
い
お
盆
と
大
き
い
お
盆
が
あ
っ
て
、

小
さ
い
お
盆
は
九
月
中
ご
ろ
か
ら
始

ま
り
、
国
民
の
お
寺
参
り
が
徐
々

に
始
ま
る
。
大
き
い
お
盆
は
九
月

二
十
二
日
～
二
十
四
日
で
、
国
が
定

め
る
祝
日
に
も
な
っ
て
い
る
（
年
に

よ
り
日
が
変
わ
る
）。

　
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
仏
教
徒
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
お
盆
の
期
間
中
最

低
で
も
一
度
は
お
寺
参
り
し
、
食
料

や
お
金
を
寺
に
寄
進
す
る
の
が
慣
わ

し
だ
そ
う
だ
。

　
そ
の
結
果
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
寺
は
と
て
も

立
派
だ
。
と
て
も
貧
し
そ
う
な
村
で

も
お
寺
だ
け
は
金
ぴ
か
だ
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
の
話
し
で
は
、
お
寺
に
寄
付 お寺で僧侶の読経を聞くカンボジアの人たち

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割納入（毎
月、年３回、年２回）のどちらも可。所定の郵便振替用
紙を使ってお振込みください。
年会費の 35％が、学用品、制服、靴などの購入、学校
への納付金、お小遣い、生活資金など、子どものために
使われます。
年会費の 65％が、夢ホームで暮らす子どもたちの生活
費及び運営費、現地スタッフの給料・ガソリン代・事務
所家賃など現地でかかる経費、通信費・印刷費・人件費
など東京の本部でかかる経費として使われます。
最低１年間単位ですが、少なくても里子が学校を卒業す
るまでの期間、サポートしていただけたら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻訳）と
写真が届きます。（年に一度、成績表も届きます）　　
里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届けることができ、
心あたたまる交流ができます。（お礼状と写真が届きます）

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多く
の人々は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら
行けない子どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親
さんを募集しております。
　思えば69年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。
カンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるよう
になりました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。

里親さんからプレゼントが贈られる

次号の会報は２月１日付け第80号として、来年１月下旬頃に発行

いたします。引き続きご愛読くださいますよう、よろしくお願い申

し上げます。（編集部）

　
佐
々
木
テ
ル
さ
ん
（
宮
城
県
利
府
町
、

会
員
）
の
資
金
協
力
に
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
農
村
に
建
設
し
て
い
た
小
学
校
の
校
舎

が
こ
の
程
完
成
、
九
月
十
二
日
、
贈
呈
式

が
行
な
わ
れ
た
。
式
に
出
席
し
た
日
本
人

は
佐
々
木
さ
ん
と
娘
の
土
井
裕
美
さ
ん
、

根
岸
理
事
長
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
中
の

菅
井
さ
ん
兄
弟
の
五
人
、
地
元
か
ら
は
郡

長
、
教
育
長
ら
が
出
席
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
た
ち
に
は
、
佐
々
木
さ

ん
が
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
を
用
意
し
て

く
れ
、
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち
に
配
っ
た
。

　
完
成
し
た
の
は
ソ
カ
ー
オ
ン
佐
々
木
小

学
校
（
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
・
生
徒
数

＝
九
十
五
人
）
、
平
屋
建
て
四
教
室
、
レ

ン
ガ
造
り
に
よ
る
立
派
な
校
舎
だ
。

　
佐
々
木
さ
ん
の
ご
主
人
（
故
佐
々
木

二
千
六
さ
ん
）
は
一
昨
年
に
逝
去
さ
れ
た

が
、
生
前
、
夫
婦
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
度
々

訪
問
、
ふ
れ
あ
い
の
旅
に
参
加
し
て
沢
山

の
井
戸
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
。

　
こ
の
度
の
校
舎
建
設
も
、
亡
き
ご
主
人

の
遺
志
に
よ
る
も
の
。
天
国
の
佐
々
木

二
千
六
さ
ん
も
、
さ
ぞ
か
し
満
足
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

亡
き
夫
の
遺
志
を
継
ぎ
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
小
学
校
建
設

あいさつする佐々木テルさん（左は娘の土井さん）

完成した４教室の校舎

新校舎の前で生徒たちと

宮城県の佐々木テルさん、贈呈式に出席

★このほど本会は、特定非営利活動法人国際協力NGOセンター（JANIC）の正会員として
加入いたしました。他のNGO団体との情報交換や交流活動にも力を入れてまいります。
★ホームページをリニューアルいたしました。多くの皆様から大変見やすくなったと、好評
です。ブログも毎週更新しておりますので、ご覧ください。
★本会のネット検索は「AAC21」で開くことができますが、「カンボジア支援」だけでも
上位に表示されるようになりました。おかげでネットからの問い合わせが増えており、大
変喜ばしいかぎりです。

お 知 ら せ
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児童養護施設《夢ホーム》日記

児童養護施設《夢ホーム》は両親や片親を亡くしたり、親がいても家庭的に恵まれ
ない子どもたちの生活の場として、会員の皆様のご厚意により、2009 年１月に建
物が完成、同年３月に開園しました。現在、６歳から19 歳までの 15 人の子どもた
ちが入園、近所の小・中・高等学校へ通学しています。

※通算の井戸設置数（2003年〜）＝253基（9月現在）

9月に完成した井戸の内訳
／ 寄贈者名 小学校名 生徒数 所在地

① 鈴木千雄様 トールソピー小学校 668人 コンポンスプー県ソムロントン郡

② 平井喜義・正子様 アンドンヴァン小学校 284人 コンポンチュナン県ボーリボール郡

9月はカンボジアの小学校に2基の井戸が完成

優志の皆さんと

生徒に学用品セットを渡す鈴木さん

　
八
月
二
十
八
日
～
九
月
十
五
日
、
國
學
院

大
學
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
～
優
志
〜
（
本
校

＝
東
京
都
渋
谷
区
）
の
皆
さ
ん
（
二
十
七
人
）

が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
。

　
九
月
四
日
に
は
、
本
会
が
運
営
す
る
児
童

養
護
施
設｢

夢
ホ
ー
ム｣

（
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー

県
）
を
訪
問
し
、
終
日
子
ど
も
た
ち
と
交
流

し
た
。
お
米
（
三
袋
）
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
。

　
今
回
は
約
三
週
間
近
く
の
長
期
滞
在
、
本

会
が
紹
介
し
た
農
村
の
リ
サ
ー
チ
な
ど
を
中

心
に
活
動
し
た
。

　
今
年
の
四
月
に
入
学
し
た
一
年
生
の
参
加

が
多
く
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
帰
国
前
、
十
三
日
の
夜
に
は
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
内
の
中
華
店
に
て
根
岸
理
事
長
が｢

ご

苦
労
さ
ん
会｣

を
主
催
、
学
生
た
ち
の
労
を

ね
ぎ
ら
う
と
共
に
、
旅
の
感
想
や
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　夢ホームの子ども

たちは、カンボジア

政府からの通達で新

学期の始業が 11 月１

日になったため、８

月から 10 月末まで

３ヶ月間の長いお休

み中。しかし遊んで

ばかりもいられない

ので、近所の塾に通っ

て補習していた。

　事情により、２人の子どもが９月に退園したため、今は 15 人が夢ホー

ムで暮らす。

　９月も多くの日本人が園を訪問してくれ、お米などを持参してくだ

さった。心より感謝申し上げたい。

　来訪してくださった方々は次の通りです。（敬称略）

・國學院大學国際協力サークル～優志〜（27 人）・榎戸徹彦・佐々木テル

・鈴木千雄・大河原正勝・上山陽子・村上雄志・菅井兄弟・土井裕美

新学期が待たれる子どもたち

　鈴木千雄さん（愛知県あま市、里親会員）の資金提供によ
り、コンポンスプー県内の小学校に井戸が完成、9月8日、贈呈
式を行なった。鈴木さん自ら式に出席した。
　また、平井喜義・正子さんご夫妻の資金提供により、コンポ
ンチュナン県内の小学校に井戸が完成、平井さんに代わり、根
岸理事長が式に出席した。
　本会は、カンボジアに井戸を掘り続けて11年、その数は250
基を超えた。しかし、依然として井戸の設置を要望する小学校

や農村が多く、すべて
の需要に対応するのが
困難な状況。引き続き
皆様のご支援をお願い
したい。
　井戸は一基17万円。
（ネームプレート作成
費込み）
問い合わせは本会事務
局へ。
（℡03－3991－2854）

　
九
月
四
日
～
十
日
、
鈴
木
千
雄
さ
ん
（
愛

知
県
あ
ま
市
、
里
親
会
員
）
と
友
人
の
大
河

原
さ
ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
。
シ
ェ

ム
リ
ア
ッ
プ
で
は
、
七
年
前
に
鈴
木
さ
ん
が

校
舎
を
寄
贈
し
た
小
学
校
を
訪
問
、
生
徒
た

ち
に
学
用
品
を
配
布
し
た
。
　
　
　
　
　

　
空
路
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
移
動
後
、
コ
ン
ポ

ン
ス
プ
ー
県
内
の
小
学
校
で
井
戸
を
贈
呈
、

里
子
の
家
庭
訪
問
、
夢
ホ
ー
ム
で
一
泊
、
子

ど
も
た
ち
に
夕
食
を
ふ
る
ま
う
な
ど
し
、
十

日
の
夜
行
便
で
帰
国
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
十
一
月
に
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

訪
問
し
て
、
夢
ホ
ー
ム
で
板
金
加
工
の
職
業

訓
練
を
再
開
す
る
予
定
。

　
九
月
十
三
日
～
十
九
日
、
里
親
会
員
の
村

上
雄
志
さ
ん
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
訪
問
、
十
四
日
に
は
根
岸
理
事
長
の
案

内
で
教
育
支
援
す
る
里
子
の
家
を
訪
ね
た
。

　
里
子
の
ソ
ジ
ア
タ
ー
ち
ゃ
ん
（
女
の
子
）

は
プ
レ
イ
チ
ュ
ム
小
学
校
の
一
年
生
、
里
親

さ
ん
に
初
め
て
会
い
、
と
て
も
緊
張
し
て
い

た
が
、お
別
れ
の
時
に
は
笑
顔
も
見
ら
れ
た
。

　
村
上
さ
ん
が
以
前
に
贈
っ
た
自
転
車
が
パ

ン
ク
し
て
い
た
た
め
、
村
の
修
理
屋
さ
ん
に

持
っ
て
行
き
、そ
の
場
で
修
理
が
完
了
し
た
。

ソ
ジ
ア
タ
ー
ち
ゃ
ん
は
里
親
さ
ん
か
ら
沢
山

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
、
喜
ん
で
い
た
。

原
さ
ん
、
小
学
校
校
舎
を
寄
贈
し
た
佐
々
木

テ
ル
さ
ん
と
娘
さ
ん
、
國
學
院
大
學
Ｏ
Ｂ
の

菅
井
さ
ん
と
兄
の
研
一
郎
さ
ん
、
鋳
造
に
よ

る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
の
榎
戸
徹
彦
さ
ん
、

里
親
会
員
の
上
山
陽
子
さ
ん
、
同
じ
く
里
親

会
員
の
村
上
雄
志
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
訪
問

の
目
的
を
果
た
し
、
全
員
無
事
に
帰
国
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
九
月
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
雨
季
の
た
め
一

日
お
き
に
雨
が
降
っ
て
い
た
。
特
に
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
は
珍
し
く
、
日
本
の
梅
雨
の
よ
う
な

シ
ト
シ
ト
雨
が
続
い
た
。
晴
れ
の
日
が
少
な

く
、
朝
晩
は
と
て
も
凌
ぎ
や
す
か
っ
た
。

　
農
村
の
人
た
ち
も
、
こ
れ
で
田
植
え
が
で

き
る
と
喜
ん
で
い
た
。

　
政
治
情
勢
も
落
ち
着
い
て
き
た
。
昨
年
七

月
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
に
不
正
が
あ
っ
た
と

し
て
、
野
党
議
員
が
国
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
、

一
年
も
の
間
正
常
な
国
会
が
開
か
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
国
王
の
仲
介
も
あ
り
与
野
党
が

歩
み
寄
っ
た
結
果
、
八
月
か
ら
国
会
が
再
開

し
た
。
毎
週
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
た
政

治
デ
モ
も
な
く
な
り
、
街
は
平
穏
を
取
り
戻

し
た
。

　
経
済
面
で
は
相
変
わ
ら
ず
高
度
成
長
中
。

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
い

て
い
る
。
日
本
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
六
月
に

オ
ー
プ
ン
、
そ
の
後
も
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
大
型
ホ

テ
ル
が
建
設
中
で
、
数
年
後
の
プ
ノ
ン
ペ
ン

は
高
層
ビ
ル
の
街
へ
と
大
き
く
変
貌
す
る
と

思
わ
れ
る
。

 

　
九
月
四
日
～
十
九
日
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
。
こ
の
間
、

小
学
校
校
舎
の
贈
呈
式
（
一
校
）、

小
学
校
校
舎
の
着
工
式
（
一
校
）、

井
戸
の
贈
呈
式
（
二
校
）、
学
用

品
配
布
（
一
校
）、
夢
ホ
ー
ム
訪

問
（
数
回
）、
数
々
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
こ
な
し
、
二
十
日

に
帰
国
し
た
。

　
九
月
も
多
く
の
日
本
人
が
、

私
と
共
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問

し
て
く
れ
た
。
年
々
訪
問
者
が

増
え
、
有
難
い
こ
と
と
感
謝
し

て
い
る
。

　
団
体
で
は
國
學
院
大
學
国
際

協
力
サ
ー
ク
ル
～
優
志
〜
の
皆

さ
ん
、
個
人
で
は
里
親
会
員
の

鈴
木
千
雄
さ
ん
と
友
人
の
大
河

平井さんが贈呈した井戸で手を洗う子どもたち

　
九
月
十
七
日
、
根
岸
理
事
長
が

｢

ト
ン
ト
ロ
ラ
ッ
チ
に
い
が
た
小

学
校｣

を
訪
問
、
七
月
に
遠
藤
啓

さ
ん
（
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
、
会

員
）
が
撮
っ
て
く
れ
た
生
徒
た
ち

の
集
合
写
真
を
届
け
た
。

　
あ
い
に
く
と
、
小
学
校
は
長
期

休
暇
中
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
近

所
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
く

れ
、
代
表
し
て
受
け
取
っ
て
く
れ

た
。

　
写
真
は
小
学
校
が
始
業
し
た

後
、
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
配

ら
れ
る
。

写真を受け取る一部の生徒たち

里
親
の
村
上
さ
ん
が
里
子
訪
問
九
月
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
シ
ト
シ
ト
雨

生
徒
た
ち
の
集
合
写
真
を
届
け
る

遠藤さんが撮ってくれた 里
子
と
対
面
し
た
村
上
さ
ん
（
前
列
左
）

鈴木さんと大河原さんがカンボジア訪問

國學院大學国際協力サークル
～優志〜がカンボジアを長期訪問

水牛の世話をする子どもたち

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支
援
を
活
動
目
的

の
一
つ
と
し
て
い
る
本
会
と
し
て
は
、
気
が

か
り
は
教
育
の
遅
れ
だ
。

　
今
年
は
各
地
で
洪
水
が
多
発
し
て
い
る
そ

う
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
（
教
育
省
）
は
全

国
の
小
・
中
・
高
校
に
、
新
学
期
の
ス
タ
ー

ト
は
十
一
月
一
日
か
ら
と
、
各
学
校
に
通
達

し
た
。（
通
常
は
十
月
一
日
）こ
れ
に
よ
り
三
ヶ

月
間
（
八
月
～
十
月
）
の
長
期
休
暇
と
な
り
、

授
業
の
遅
れ
を
心
配
し
て
い
る
。
国
の
発
展

に
は
教
育
水
準
の
向
上
が
肝
要
と
思
う
の
だ

が
。

（
理
事
長
の
ブ
ロ
グ｢

メ
コ
ン
の
風
に
吹
か
れ
て｣

よ
り
）

■日　時：12月13日(土)　正午～2時半

■会　場：レストラン「サンアロハ」(横浜山下公園近く)

■会　費：４千円(振込票にて事前にお支払いください)

■申込先：電話にて０３－３９９１－２８５４（本会事務局）

　　　　　ファクスの場合は０３－３５５７－１２１３

＊申込みのあった方に会場への地図を郵送いたします。

懇親会（忘年会）を開催します
会員相互の親交を深めるため、忘年会を開催いたします。
参加を希望する方は、事務局へお申し込みください。
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レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
た
。

　
九
月
十
三
日
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
技
術

講
習
会
の
た
め
夢
ホ
ー
ム
に
滞
在
中
の
榎
戸

徹
彦
さ
ん
（
横
浜
市
、
里
親
会
員
）
が
、
教

育
支
援
す
る
里
子
を
訪
問
、
同
じ
く
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
届
け
た
。

　
同
日
、
根
岸
理
事
長
が
３
人
の
里
子
を
訪

問
、
里
親
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
届
け
て
里
子
の
近
況
を
聞
い
た
。

　
九
月
十
四
日
に
は
、
や
は
り
カ
ン
ボ
ジ
ア

を
訪
問
中
の
村
上
雄
志
さ
ん
（
東
京
都
世
田

谷
区
、
里
親
会
員
）
が
、
教
育
支
援
す
る
里

子
を
初
訪
問
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
し
ば
し

里
子
と
歓
談
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
は
長
期
休
暇
中
、

里
子
た
ち
の
多
く
が
田
植
え
な
ど
の
お
手
伝

い
し
て
い
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
た
里
子

の
一
人
は
田
植
え
が
得
意
だ
そ
う
で
、
近
所

の
家
の
田
植
え
を
手
伝
い
、
小
遣
い
を
稼
い

で
い
る
そ
う
だ
。

　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
両
親
や
片
親
を
失
い
、
か
つ
経

済
的
に
困
窮
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
と
、

二
〇
〇
三
年
に｢
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金｣

を
創
設
し
た
。
現
在
、
約
三
百
五
十
人
の
農

村
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
が
教
育
支
援
を
受

け
、
学
ん
で
い
る
。

　
九
月
八
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
中
の
鈴

木
千
雄
さ
ん
（
愛
知
県
あ
ま
市
、
里
親
会

員
）
が
、
教
育
支
援
す
る
里
子
を
訪
問
、
プ

里子家庭訪問記録
名前：ヘン・ソクキァ
年齢：9歳

好きな教科：理科
苦手な教科：算数（特に計算をするのが苦手です。）
担任から一言：成績：Ａ　道徳：Ａ　健康：Ａ　学校活動：Ａ　出席：Ｂ

好きな遊び：ゴム遊び
好きな食べ物：焼き豚肉
将来の夢：医者になりたいです。

住んでいる場所：コンポンスプー県　ソムロントーン郡、
　　　　　　　　トムポーミアスコミューン、プロジアバート村
学校までの所要時間：徒歩で30分

学校名：キリソコム小学校
性別：女の子学年：小学校の4年生

備考 ：
　両親が離婚してから、お母さんが生活
のために家をはなれて、プノンペンで仕
事をして、ソクキァちゃんと妹がおばあ
さんとさびしく暮らしています。お母さ
んは仕事が忙しいから、一年に１回しか
家に戻りません。お母さんと一緒にすま
なくても、ソクキァちゃんは毎日元気で
学校に通っています。勉強もがんばって
います。授業以外に家事を手伝ってい
ます。洗濯したり、野菜に水をかけたり、
妹に勉強を教えています。
　「里親様に応援していただいて、どう
もありがとうございます。」と本人が言
いました。

担当者：ヴォン・ロットボレイ
（現地スタッフ）自宅の前で妹さん（右）と

一日の過ごし方：毎朝６時におきて、顔を洗って、学校に行きます。１１時に勉強
が終わって、家に戻って、昼ごはんを食べて、本を読んでから、妹さんの世話を
しながら、友達と遊びます。午後６時に晩ご飯を食べて、１時間ぐらい復習し
て、８時に寝ます。

家庭状況：現在、おばあさんと暮らして、１人の妹がいます。

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
八
月
十
二
日
～
十
八
日
、東
京
都
の｢

調

布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り｣

（
み
ん
な
の

広
場
）
に
て
写
真
展｢

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子

ど
も
た
ち｣

を
開
催
、
多
く
の
市
民
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

　
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
開
催
、
地
元
の

岡
本
浩
史
さ
ん
（
狛
江
市
、
会
員
）
が
全

期
間
、
会
場
に
詰
め
て
く
だ
さ
り
、
来
場

者
に
丁
寧
な
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

　
な
お
、
来
年
も
こ
の
時
期
に
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

里親さんからのプレゼントを届けた写真展会場の様子（写真は岡本浩史さん）

｢

調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り
」
で
写
真
展
開
催

第
十
八
回
「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
技
術
講
習
会
」（
夢
ホ
ー
ム
）

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
（
本
校
＝
東
京

都
台
東
区
）
の
専
任
講
師
で
、
自
宅
に
工
房

を
持
つ
榎
戸
徹
彦
さ
ん
（
横
浜
市
、
里
親
会

員
）
は
三
年
前
、
夢
ホ
ー
ム
内
に
「
夢
工

房
」
を
創
設
、
夢
ホ
ー
ム
や
村
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
の
職
業

訓
練
指
導
を
隔
月
実
施
し
て
い
る
。

　
九
月
九
日
～
十
二
日
、
第
十
八
回
の
講
習

会
が
行
な
わ
れ
た
。

　
今
ま
で
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
中
心
に
製
作
し

て
き
た
が
、
今
回
か
ら
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
作
り

始
め
た
。

　
イ
ヤ
リ
ン
グ
は
、
左
右
対
称
に
作
る
の
が

難
し
い
が
、
技
術
が
身
に
つ
い
て
き
て
上
手

に
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
シ
ル
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
他
の
金

属
も
使
っ
て
製
作
し
て
い
く
予
定
。

　
次
回
（
第
十
九
回
）
の
講
習
会
は
、
十
月

二
十
八
日
～
十
一
月
一
日
を
予
定
し
て
い
る
。

訓練を指導する榎戸さんカンボジアの写真を見る来訪者

工事現場で着工式が行なわれた

　
八
月
二
十
四
日
～
二
十
六
日
、

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
（
横
浜

市
）
に
て
写
真
展
「
ア
ジ
ア
の
こ

ど
も
た
ち
」
を
開
催
、
本
会
も
出

展
し
た
。

　
同
展
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
四

団
体
の
共
催
で
行
な
わ
れ
て
お

り
、
同
会
場
で
は
隔
年
実
施
し
て

い
る
。
今
年
も
大
勢
の
横
浜
市
民

が
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
土
橋
傑
さ
ん
（
神
戸
市
中
央
区
）
の
資
金

協
力
に
よ
り
、
校
舎
一
棟
（
五
教
室
）
を
建

設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
九
月
十
六
日
、
関
係

者
が
集
い
着
工
式
を
行
な
っ
た
。

　
建
設
す
る
場
所
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
北
へ
約
二
時
間
半
の
、
ト

ボ
ン
ク
モ
ム
県
、
プ
レ
チ
ー
ク
村
に
あ
る

「
プ
レ
チ
ー
ク
小
学
校
」
。
こ
の
地
区
は
メ

コ
ン
川
沿
い
に
あ
る
た
め
、
時
折
川
が
氾

濫
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
も
水
位
が
上
が
り
、

校
舎
が
水
没
す
る
こ
と
も
た
び
た
び
。
そ
の

た
め
校
舎
の
損
傷
が
激
し
く
、
校
舎
の
建
て

替
え
が
緊
急
な
課
題
だ
っ
た
。

　
こ
の
程
建
設
す
る
校
舎
は
、
約
二
メ
ー
ト

ル
の
高
床
式
と
し
、
洪
水
に
備
え
た
。
来
年

三
月
に
完
成
す
る
予
定
。

写真展「アジアのこどもたち」をかながわ県民センター（展示場）で開催

洪
水
が
頻
発
す
る
村
の
小
学
校
に
新
校
舎
を
建
設

　
途
上
国
と
い
え
ば
、
ス
ラ
ム
街
や
ゴ
ミ

山
で
働
く
子
ど
も
た
ち
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

人
が
多
い
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
国
策
で
都
市
の
ス
ラ
ム

街
を
一
掃
し
、
住
民
を
近
郊
に
移
住
さ
せ

て
い
る
が
、
街
の
一
角
や
川
沿
い
な
ど
に

は
ま
だ
沢
山
の
ス
ラ
ム
街
が
残
っ
て
い

る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
第
二
の
都
市
、
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
に
も
大
き
な
ス
ラ
ム
街
が
あ
る
。

中
心
部
か
ら
北
へ
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
一
角
に
、
五
百
世
帯
（
約
三
千
人
）
が

暮
ら
す
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
最
大
級
の
ス

ラ
ム
街
だ
。

　
こ
の
ス
ラ
ム
街
で
子
ど
も
た
ち
に
英
語

と
日
本
語
を
教
え
る
無
料
の
語
学
校
を
開

設
し
た
、
大
房
明
良
さ
ん
が
ス
ラ
ム
街
の

一
部
を
案
内
し
て
く
れ
た
。

　
こ
の
ス
ラ
ム
街
の
住
民
の
約
四
割
を
、

プ
レ
イ
ベ
ン
県
や
ス
ヴ
ァ
イ
リ
エ
ン
県
な

ど
遠
方
か
ら
職
を
求
め
て
移
住
し
て
き
た

人
た
ち
が
占
め
て
い
る
そ
う
だ
。
こ
こ
に

住
む
人
た
ち
は
、
ゴ
ミ
拾
い
の
か
ご
を
設

　
辻
敬
子
さ
ん
（
熊
本
県
合
志
市
、
里
親

会
員
）
の
資
金
協
力
に
よ
り
建
設
中
の

「
オ
ン
ペ
ル
辻
小
学
校
」
（
ト
ボ
ン
ク
モ

ム
県
オ
ン
ペ
ル
村
）
新
校
舎
は
約
五
〇
％

の
工
事
が
終
了
、
子
ど
も
た
ち
は
十
一
月

十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
開
校
式
（
贈
呈

式
）
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。

備
し
た
自
転
車
で
市
内
を
回
り
、
売
れ
る

ゴ
ミ
を
集
め
た
り
、
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て
日
銭
を
稼
い
で
い
る

と
い
う
。

　
こ
こ
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
は
、
ゴ
ミ

集
め
の
お
手
伝
い
は
す
る
も
の
の
、
近
所

に
あ
る
小
学
校
や
中
学
校
に
通
学
し
て
い

て
、
未
就
学
の
子
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
よ

う
に
見
受
け
た
。

　
ス
ラ
ム
街
と
い
う
と
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

に
見
ら
れ
る
悲
惨
な
情
景
を
思
い
浮
か
べ

る
人
が
多
い
に
違
い
な
い
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
そ
れ
は
意
外
に
明
る
く
、
中
に
井
戸

も
沢
山
あ
っ
て
比
較
的
良
好
な
環
境
の
中

で
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
よ
う
だ
。

　
案
内
し
て
く
れ
た
大
房
明
良
さ
ん
は

二
〇
一
〇
年
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
で
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
訪
問
、
感
じ
る
こ
と
あ
っ
て

二
〇
一
二
年
に
支
援
活
動
を
開
始
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
立
ち

上
げ
て
無
料
の
語
学
校
を
始
め
、
今
年
の

八
月
に
は
、
福
井
県
に
住
む
篤
志
家
が
学

校
の
校
舎
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
。
現
在
、

英
語
学
級
で
二
百
人
、
日
本
語
学
級
で

五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
こ
で
学
ん

で
い
る
。

　
大
房
さ
ん
は
、
支
援
の
た
め
の
資
金
獲

得
策
と
し
て
旅
行
会
社｢

チ
ョ
ル
モ
イ
ツ

ア
ー
ズ｣

を
設
立
、
ス
ラ
ム
街
や
近
郊
に

あ
る
ゴ
ミ
山
へ
の
案
内
を
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
。

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
電
話
＝

０
９
７
・
２
９
０
・
３
８
５
１
、

日
本
の
電
話
＝

０
８
０
・
６
５
４
８
・
４
５
５
２
）

（
理
事
長
の
ブ
ロ
グ｢

メ
コ
ン
の
風
に
吹
か
れ
て｣

よ
り
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ス
ラ
ム
街
に
つ
い
て

大房さん（右）と

建設工事の 50％が終了

オ
ン
ペ
ル
辻
小
学
校
の

新
校
舎
建
設
工
事
は
半
分
終
わ
る
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　本旅行は観光旅行では味わうこと
のできない現地の子どもたちとの交
流をはかることができます。
　特に本会が運営する児童養護施設
「夢ホーム」の子どもたちが皆様をお
待ちしております。併せて学用品配
布などのボランティア活動にも参加
でき、思い出に残る充実した海外旅
行を楽しむことができます。
　又、皆様のリクエストにお応えし、ベ
トナム（ホーチミン）観光もコースに入
れました。（アンコールワット観光はご
ざいません。）
　なお、募集は原則として本会会員を
対象にしておりますので、参加される
方は、事前に会員登録 ( 一口 5,000
円 ) が必要になります。

【旅行期間】平成27年3月4日（水）～3月10日（火）〈５泊７日〉
【募集定員】最少催行人員10名様（定員＝20名）

先着順で受け付け、定員になり次第締め切ります。
【滞在ホテル】ホーチミン市内のホテル（１泊）
　　　　　　ミッタピアップホテル(プノンペン)４泊
【利用空港】成田空港、関西空港、中部（名古屋）空港など。
【旅行日程】4日＝成田空港・関西空港などから乗り継ぎにてベトナムの

ホーチミン国際空港へ。（ホーチミン市で１泊）
5日＝ホーチミン市内観光後、カンボジアのプノンペンへ。
6日＝小学校を訪問、校舎の贈呈式に出席。
7日＝里子の家庭訪問。
8日＝夢ホーム訪問、子どもたちと交流、買い物。
9日＝プノンペン市内観光、自由行動。

午後8時ホテルチェックアウトして帰国の途に。
10日＝成田空港、関西空港、中部空港などに到着

【旅行代金】150,000円を予定。＊現地までの航空券代、空港税、現地での宿泊
代、食事代、車代など、旅行にかかるほとんどの費用を含みます。
＊１人部屋希望者追加料金5泊で15,000円。＊傷害保険は各自でおか
けください。＊カンボジア入国ビザを取得するため、現地空港で30
ドルかかります。

【締切日】平成26年12月26日(金)

第28回カンボジアふれあいの旅　参加者募集第29回カンボジアふれあいの旅　参加者募集

真珠のように輝く子どもたちの瞳に出会ってみませんか？
「夢ホーム」で子どもたちと楽しい交流・里子の家庭訪問・小学校の校舎贈呈式に出席・ベトナム（ホーチミン市内）観光などなど

「夢ホーム」の子どもたちが皆さんをお待ちしています

教育支援する里子を訪問します

旅行企画☆特定非営利活動法人　21 世紀のカンボジアを支援する会
〒 176-0011　東京都練馬区豊玉上２− 25 −７− 203　　TEL：03 − 3991 − 2854

E-mail：info@aac21.net　http://www.aac21.net　　FAX：03 − 3557 − 1213

お問い合せ・
申し込み

十
一
月
〜
一
月
の
予
定

●
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
十
一
月
一
日
付
け
第
七
十
九
号
発
行

●
第
二
十
八
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
（
十
一
月
十
二
日
～
十
八
日
）

●
理
事
会
（
十
二
月
十
三
日
・
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン
ア
ロ
ハ
に
て
）

●
会
員
懇
親
会（
忘
年
会
）（
十
二
月
十
三
日
・
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ン
ア
ロ
ハ
に
て
）

事
務
局
便
り

■
今
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
地
方
で
洪
水
被
害
が
多
い
た
め
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の

新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
が
十
一
月
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
（
通
常
は
十
月
一
日
）
里

子
へ
の
連
絡
等
多
少
影
響
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
で
、
ピ
ア
ニ
カ
な
ど
の
音
楽
指
導
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
報
の
発
行
に
つ
い
て
、
経
費
節
減
の
た
め
来
年
よ
り
年
五
回
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
次
号
は
来
年
一
月
下
旬
に
発
行
の
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手・ビールやデパー
トの商品券を集め、活動資金にしております。皆様の家に眠っ
ているものがございましたら、ご協力くださいますよう、よろ
しくお願い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

送り先 : 〒 176—0011　
東京都練馬区豊玉上２—２５—７—２０３　本会事務局へ

書き損じハガキ・未使用切手・商品券を
お送りくださいませんか

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
五
千
円
）

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
の
旅
の
想
い
出

石
川
　
桂

投
　
稿

　
一
、
年
の
せ
い
か
、
最
近
は
涙
も
ろ
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
第
二
十
七
回

カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
に
参
加
し

て
、
涙
し
た
こ
と
を
記
し
ま
す
。

　
山
形
県
か
ら
参
加
し
た
鈴
木
智
恵
子

様
・
直
人
様
親
子
と
出
会
っ
た
。
井
戸
贈

呈
式
の
会
場
で
鈴
木
様
が
出
席
者
に
語
り

か
け
る
よ
う
に
話
さ
れ
る
「
こ
と
ば
」
の

意
味
を
、
自
分
な
り
に
解
し
て
い
た
時
、

涙
が
出
た
。

　
「
慈
愛
に
み
ち
た
こ
と
ば
」
の
意
味
が

素
直
に
心
に
入
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問

さ
れ
た
、
親
御
さ
ん
と
ご
子
息
に
接
し
た

時
、
二
年
前
に
永
の
旅
立
ち
に
出
た
長
男

の
元
気
な
顔
を
思
い
出
し
た
。

　
自
分
も
直
人
様
と
同
じ
よ
う
に
、
「
一

度
で
も
い
い
、
一
緒
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
旅

し
た
か
っ
た
…
」
と
い
う
想
い
。

　
二
、
奈
良
県
の
上
山
陽
子
様
が
井
戸
贈

呈
式
会
場
で
、
中
本
様
、
東
様
、
楳
田
様

の
四
人
で
、
日
本
民
謡
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
、
大
漁
絵
柄
入
り
法
被
で
祝
い
の
ダ
ン

ス
を
披
露
さ
れ
た
。

　
真
剣
に
踊
る
舞
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
「
や
さ
し
い
励
ま
し
と
心
遣
い
」
を

感
じ
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
見

失
っ
て
、
祝
い
の
舞
い
に
見
入
っ
て
い
る

自
分
に
気
付
く
。

　
さ
す
が
幼
稚
園
の
先
生
方
の
心
の
や
さ

し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ど
う
も
こ
う
い

う
場
に
な
る
と
ハ
ン
カ
チ
で
目
を
拭
く
こ

と
が
多
く
な
る
。
若
い
三
人
の
先
生
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
す
る
た
め

に
、
配
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
上
山
陽
子
様

の
母
親
の
よ
う
な
あ
た
た
か
さ
が
よ
く
理

解
で
き
る
。

　
四
十
年
ぶ
り
に
亡
き
母
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
逢
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
三
、
静
岡
県
か
ら
親
子
で
参
加
さ
れ
た

加
藤
和
代
様
・
志
保
美
様
と
話
し
た
。
母

が
七
十
年
前
、
諺
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ

た
事
を
話
し
た
。
ど
う
も
思
う
よ
う
に
説

明
出
来
な
い
。
こ
と
ば
が
途
切
れ
る
。
話

を
聞
い
た
後
、
志
保
美
様
が
「
い
い
お
母

様
で
し
た
ね
…
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

た
。

　
七
十
年
前
の
母
に
バ
ス
の
中
で
出
会
う

こ
と
が
出
来
た
縁
を
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
た
だ
い
た
加
藤
様
親
子
に
お
礼
を
言
い

た
い
。

　
こ
れ
ま
で
幾
度
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た

で
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
涙
し
た
ふ
れ
あ
い

の
旅
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。
い
や
、

ト
ロ
パ
ン
ト
ム
小
学
校
を
訪
問
す
る
と
地

元
の
人
、
子
ど
も
た
ち
と
会
う
と
、
す
ぐ

に
涙
ぐ
ん
で
し
ま
う
。

　
十
一
月
に
安
城
市
か
ら
十
名
の
参
加
者

と
ト
ロ
パ
ン
ト
ム
小
学
校
を
訪
れ
る
時
は

涙
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
う

と
、
ま
た
涙
ぐ
ん
で
し
ま
う
。

　
私
事
を
記
し
た
事
を
ご
容
赦
い
た
だ
き

た
い
。

（
愛
知
県
安
城
市
、
理
事
・
里
親
会
員
）

　
現
地
で
使
用
し
て
い
る
車
両
が
老
朽
化
し

た
た
め
、
新
車
に
買
い
換
え
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程
免
税
手
続
き
が

完
了
、
九
月
二
十
九
日
に
新
車
両
が
納
車
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
仮
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
が
、
二
～
三
週

間
後
に
は
頂
け
る
よ
う
で
す
。
政
府
が
認
定

（
免
税
）
し
た
信
用
あ
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体

の
み
に
与
え
ら
れ
る
、
青
色
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
で
す
。

　
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新車両はニッサン製

新
車
両
を
購
入
し
ま
し
た

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
道
は
パ
ン
ク
が
多
い

■
シ
ル
バ
ー
細
工
の
村

■
が
ち
ょ
う
の
卵
は
高
く
売
れ
る

ウォッ
チ!

カンボ
ジア

　
夢
ホ
ー
ム
で
は
、
園

長
さ
ん
の
勧
め
で
が

ち
ょ
う
を
飼
い
始
め

た
。
な
ん
で
も
卵
が
高

く
売
れ
る
そ
う
だ
が
、

見
た
目
も
き
れ
い
で
夢

ホ
ー
ム
の
ア
イ
ド
ル
に

な
っ
て
い
る
。

　
一
説
で
は
、
大
昔
、
日
本
人
が
教
え
た
と

い
う
話
も
聞
い
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
土
産

品
と
し
て
直
接
販
売
し
て
い
る
の
で
、
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
行
く
機
会
あ
れ
ば
是
非
お
立
ち
寄

り
を
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
か

ら
北
へ
車
で
約
一

時
間
ほ
ど
の
ウ
ド

ン
と
い
う
所
に
、

シ
ル
バ
ー
細
工
の

村
が
あ
る
。
動
物

な
ど
の
銀
製
品
を

家
族
ぐ
る
み
で
製

作
し
て
い
る
。

れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
車
検
制
度
が

な
い
た
め
整
備
不
良
車
が
多
く
、
道
路
上
で

修
理
す
る
車
を
よ
く
見
か
け
る
。

　
日
本
で
廃
車
に
な
っ
た
車
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
復
活
し
て
走
り
回
っ
て
い
る
。

　
近
年
日
本
の
道

路
で
は
、
パ
ン
ク

修
理
す
る
車
を
見

か
け
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
い
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
道

路
は
舗
装
さ
れ
て

い
な
い
道
が
多
く

凸
凹
道
ば
か
り
な

の
で
、
パ
ン
ク
修

理
は
日
常
行
な
わ

2014年（平成26年）　11月1日（第79号） 4


